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い る か な ？ い る か な ？

○ねらい 春の自然に興味を持ち、戸外で遊ぶ心地よさを味わう

○振り返り
新しい環境にも慣れてきたようで、ニコニコ笑顔で登園する姿が見られるようになってきました。春の自然がいっぱい
の園庭で何かを発見したすみれぐみさん。「先生見て！」という子どもたちの元に行くとたくさんのダンゴムシがいま
した。「あっちにもおるかな？」「もっと大きいのおるかな？」と想像を膨らましながらダンゴムシ探しを楽しんでい
ます。最初は捕まえたダンゴムシだけを箱や虫かごに入れていたのですが、「ダンゴムシさんのお家作ってあげよ
や！」「葉っぱ食べるんかな？入れてみよ」と子どもたち自身が考えてダンゴムシが過ごしやすい環境を作っていまし
た。戸外遊びが終わり、捕まえたものは逃がすように伝えると「持って帰らんのよな？ダンゴムシさんお家に帰るんよ
な？」と持って帰りたい気持ちと逃がそうと言う気持ちで葛藤している様子でした。子どもたち自身でどうすればよい
のか考え取り組んでみる姿が見られ、保育者の声かけは必ず必要とは限らないのだと気づきました。事前に正解を伝え
るのではなくまずは、子どもたちはどうするのか様子を見守るように関わっていきたいと思いました。（健康的な心と
体、言葉による伝え合い、協同性、自然との関わり・生命尊重）


